
、

A

.
R

コ

ナ

ン

著

「
ス

タ

ー

リ

ン

グ

涌
}
貨

圏

」

'

木

曾

榮
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國
際

貿

易

に
於

て
如

何

な

る
種

類

の
通
貨

が

決

濟
上

に
於

て
使

用

せ
ら

れ

る

か

と

い
う

こ
と

は
翠

な

る
計

算

技

術

の
問

題

と

し

て

の
み
は

取
扱

い
得
な

い
も

の
で

あ

る
。
蓋

し

、
貿

易

に
直

接

に
介

入

す

る
國

家

間

の
國

際

牧

支
勘

定

に
直
接

的
關

係

を

及
ぼ

し
、
從

つ
て
當

該

國

の
國

民

経

演

ひ

い

て
は

世

界
維

濟

全

般

に
影

響

を
與

え
す

に
は
お

か

な

い
も

の
で
あ

る
か

ら

に
外
な

ら

な

い
.

、

現
在

の
世
界

経
濟

を
貿

易

構
造

の
立

場

か

ら

観

る

と

き

は

、
決

濟

手
段

と

し

て
用

い
ら

れ

て
い
る
通

貨

の
種

類

に
よ

つ
て
は

、

「

ス
ク

ー

リ

ン
グ

圏

」

(
0α
蔚
Φ
目
自
降
σq

b
円
Φ
避

叉

は

「
ボ

γ
ド

・
ブ

ロ

ッ
ク

「

(男
o
二
揮
幽

じd
ざ
o
)

と
稠

せ
ら

れ

る

一
群

と

「
ド

ル
圏

」

冷⇔
o
一一程

P
話
診
)
乃

至

は

「
ド

ル

。
ブ

ロ
ッ
ク

」

ρ
U
o
=
鴛

弱
ざ
o
)

と
呼

ば
れ

る

一
群

と

が

、
他

の

一、群
た

る

ソ
蓮

通

貨

圏

に
鐵

し
て
大
き
く
浮
び
出

て
い
る
こ
と
は
衆
知

の
事
實

で
あ

る
。

元
來
、
他
國
と

の
貿
易

に
於

て
特
定

の
通
貨

を
用

い
る
と

い
う

こ
と
は
、
根
本
的

に
は
當
該

國

の
國
民

経
濟
從

つ
て
維
濟
政
策

、

特

に
貿
易
政
策
と
不

可
分
的
關
連
を
持

つ
も

の
と
言

わ
な

け
れ
ば

な
ら
な

い
。

こ
の
背
景

と

し
て
は
當
該
國

の
國
際
維
濟

上

に
於

て

占

め
る
地
位
が
認
識

さ
れ

る
ζ
と
を
要

す
る
こ
と
は
言

を
侯

た

な

い
。
例

え
ば
イ
ギ
リ

ス
連
邦
諸
國
内

の
貿
易
が

ボ

ン
ド
貨

に
よ

つ

て
行

わ
れ

て
い
る
事
實

は
こ
れ
を
如
實

に
物
語

る
も

の
に
外
な
ら

な

い
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
に
劃

し

て
ド

ル

・
ブ

ロ
ッ
ク
は

ア
メ
壁
力

を
中

心
と
す

る
國

々
の
貿
易
圏
を
意
味
す

る
も

の
で
あ
り
、

ソ
連

通
貨
圏
は
ソ
連
を
中

心
と
す

る
諸
國

と

の
貿
易
圏
を
総

稽
す

る
も

の
で
あ

る
が
、

こ
れ
ら

三
つ
の
通
貨
圏
は
そ

の
本
質

に
於

て
は
、

87
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必
す

し
も
同

一
性
を
持

つ
も

の
と
は
速
断

し
得
な

い
も

の
が
認
め

ら

れ
る
。
歴
史

的
に
は
、
ポ

ン
ド
圏
が
最
も
古
く
、

ド

ル
圏
及
び

ソ
連

通
貨
圏
は

こ
れ
に
次
ぐ
も

の
で
あ
り
、
更

に
そ
れ
ぞ
れ

の
通

貨

を
貿
易

に
於

て
用
い
る

に
到

つ
た
プ

・
セ
ズ
は
異
質
的
な

も
の

で
あ

る
こ
と
が
看

取
さ
れ

る
の
で
あ
る
.
例

え
ば
ボ

ン
ド
圏

の
場

合

に
於

て
は

、
そ

の
成
立

の
経
過
は
英
本
國
を
中
心
と
す

る
自
治

領

及
び
植

民
地
と

の
領

土
的
關
係
が

そ
の
根
基
と
な

つ
て
い
る
も

の
で
あ
り
、
從

つ
て
ド

ル
圏

の
場
合

に
比
較

し

て
そ

の
内
部
的
關

係

の
強
靱

性
が
明
ら
か
に
認

め
ら

れ

る
σ
あ
ろ
う
。
そ
れ
だ

け
に

ポ

ン
ド
圏

の
内
部

的
構
造

の
分
析

は
困
難
な
む

の
で
な
け
れ
ぱ
な

ら
な

い
が
、

こ
こ
に
紹
介

し
よ
う
と
す

る

一
書
は

こ
の
分
析

に
貴

重
な
研
究
上

の
示
唆
を
與

え
る
も

の
と
信
す

る
。

本
書

は
次

の
六
章

よ
り
成

る
。

第 第 第 第 第 第
六,五 四 三 ニ ー
章 章 章 章 章 章

 

本
論

に
於

て
は
紙
幅

の
關
係

上
第

、

章

に
つ

い
て
設

述
す
る
こ
と
と

し
た
。

ス
タ
ー
リ

ン
グ
通
貨

圏

の
構
成
艦

ス
タ

ー
ザ

ン
グ
通
貨
圏
組

織

爲
替

相
場

の
問
題

資
本
勘
定

統
制
機
構

結

語

一
、
二
、
五
、

六
章

の
四

一
、

ス

タ

ー

り

y
グ
通

貨

圏

の
構

成

禮

ス
タ

ー
か

ン
グ
通
貨
圏

の
起
源
は
薯
者

に
よ
れ
ば
」

九
四
〇
年

に
爲
替
統
制

の
目
的

の
た
め
に
と
ら
れ
た
も

の
と
推
断

さ
れ

て

い

る
。
著
者

は
こ
れ
を

構
成
す

る
國
乃
至
は
地
域
を
次

の
諸
グ

ル
ー

プ
に
分
類

し
て
読
述

の
簡

明
化
を
圖
ろ
う
と
す

る
。

即

ち
、
英

本
國

(
北

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
を
含

む
)
及
び

ア
イ
ル
ラ

ン
ド
共

和
國

・
オ
ー

ズ
ト
ラ
炉
ヤ
及
び

ニ
ユ
ー
ジ

ラ
ン
ド

・
南

ア

フ
リ

カ
及

び

ロ
ー
デ

シ
ヤ

・
イ

ン
ド
、
パ
キ

ス
タ

ン
及
び

セ
イ

ロ

ン
島

・
英
領
植
民

地

・
ビ

ル

マ

・
イ
ラ
ク

・
ア
イ

匁
ラ

ン
ド

こ
れ

で
あ
る
。

e
英
本
國
及
び

ア
イ
ル
ラ

ン
ド
共
和
國

こ
の
爾
國
が
第

一
の
グ
ル
ー
プ

に
分
類

せ
ら

れ

る
根
擦
は
相

互

の
頗

る
密
接
な
貿
易
及
び
金
融
上

の
關
係

と
、
爾
國
が

と
も

に
投

資

牧
支
勘
定

に
於

て
は
債
椹
國

に
属
す

る
た

め
で
あ

る
。

先

す
著
者
は

ス
タ

ー
リ

ン
グ
通
貨
圏

の
分
析

に
當

つ
て
そ
れ
ぞ

れ

の
薦
す

る
國

の
國
際
牧
支

の
事
實

的
解
剖
を
試

み
よ
う
と
す

る

が
、
英
本
國

に
就

て
は
、
第

二
次
大
職
後

の
英
本
國

の
國
際

牧
支

面

の
支
出
超
過

に
よ
る
不
均
衡

は
通
読

に
反

し
て
商

晶
貿
易

尻

の

不
利

に
基
く
も

の
で
は
な

い
と
論
噺

す
る
。
即

ち
、

一
九
四
七
年

88
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は
例
外
と

し
て
職
後

の
國
際

牧
支
不
均
衡

は
明
ら

か

に
例
外
的
な

海
外

に
於

け
る
図
家
支
出

に
原
因
す

る
こ
と
を
統

計
的

に
論
誰
し

て
い
る
こ
と
は
注
目
す

べ
き

で
あ
ろ
う
。

こ
れ
に
封

し

て
、

ア
イ

ル
ラ

ン
ド
共
和
國

は
職
前

に
あ

つ
て
は

英
本
國
と
同
じ
ぐ
債
権
國

の
地
位
を
保
持

し
て
い
た

の
で
あ

つ
た

が
、
職
後

に
於

て
は
英
本
國

と
同
様

に
國
際
牧
支
面

で
不
均
衡
を

示
す

に
は
到

つ
た
が

、
中
立
國

で
あ

つ
た

こ
と
と
海
外
投
資

の
改

善
及
び
生
産
力

の
増
大
と

に
よ

つ
て
漸

次
改
善

に
向

つ
て
い
る
。

こ
れ
ら

二
國
は
何
れ
も
職
後

に
於

て
は
、
國
際
牧

支
不
均
衡

の

問
題

に
直
面

し
て
は

い
る
が

、
そ

の
底
流
す

る
要
因

は
同

一
で
は

な

い
。
即
ち
、
英

本
國

に
あ

つ
て
は
、
輸

出
量

の
増
大
と
輸

入
量

の
減
退

は
貿

易
尻
を
職
前

の
輸

入
超

過
額
以
下

に
止
め
し
め
、
商

品
外
貿
易

に
あ

つ
て
は

(
國
家
支
出

を
除
外
し

て
)

、
職
後
三
ヶ

年
間

に
於

て
は
総
髄
的
に
見

る
と
き
金
額
的

に
は
殆
ど
攣
化
を
呈

し
な

か

つ
た

の
で
あ
る
。
こ
れ

に
封
し

て
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
場
合

は
、
輸

入

の
増

大

に
反
し

て
輸
出
増
加
が
な
く

こ
れ
が
輸

入
超
過

を
齎

し
た
が
商
品
外
輸
出

は
増
大

し
た

の
で
あ

つ
た
。
蓋
し
こ
の

爾
國

に
あ
つ

て
は
、
償
格
要
因

の
作
用
が
、

そ
れ
ぞ
れ
異

る
こ
と

が
看

取
さ
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な

い
。
然

し
、
爾
國

共

に
正
常

歌
態

に
あ

つ
て
は
海

外
投
資

よ
り

の
牧
支

に
依
存
す

る
所
が
頗
る
大

で

あ
る

こ
と
は
そ

の
支
配
的
條

件
で
あ
る
。

ス

タ

ー

リ

ン

グ

通

貨

圏

⇔
オ

ー

ス
ト
ラ
リ
ヤ
及
び

ニ
ユ
ー
ジ

ラ

ン
ド

こ

の
爾
國

の
國
際
牧
支

の
諸

問
題

は
正
常
歌
態

に
於

て
は
原
料

品
生

産
閾

の
國
際
牧
支
型

と

い
う
根
本
的
特
質

を
包
有
す
る
も

の

で
あ

る
。
職
後

に
於
け

る
爾
國

の
國
際
牧
支
は
概

し

て
健
全
状
態

を
示

し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
職

時
中

に
於

て
爾
國
共

に
海
外
資
塵

の
喪
失

が
無
く
、
特

に
多
額

の
封
外
債
務
を
獲
生
す

る
に
到
ら
な

か

つ
た

と

い
う
理
由

に

の
み
こ
れ
を

求
め

る
こ
と

は
要
當

で
は
な

い
。
即

ち
、
職
時
中

に
あ

つ
て
は
爾
國

に
と

つ
て
は
交
易
條
件
は

不
利
な
如
く

で
は
あ

つ
た
が

、
職
後

に
於

て
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ャ

の

輸

出
償
格

の
騰
貴

が
著
し
く
、
ま
た

ニ
ユ
ー
ジ

ラ

ン
ド

に
あ

つ
て

は
主

要
輸

出
品

(
羊
毛
を
除

く
)
が

一
定
契
約

の
下

に
費
付
け
ら

れ
た
た
あ

に
影
響
が
少
か

つ
た

こ
と
と
、
職
時
及

び
職
後

の
物
債

の

一
般

的
騰
貴

が
海
外
債
務

の
實
質

的
負
捲

を
減

少
せ
し
め
て
、

從

つ
て
償
還

を
有
利
な
ら
し

め
た

こ
と
に
基
く
も

の
で
あ
る
。
こ

の
難

に
於

て
は
、
英
本
國

は
こ
れ
ら

等
爾
國

と
は
正
反
樹

の
影
響

を
受
け
た

の
で
あ

っ
た

。

オ

ー

ス
ト
ラ
リ
ヤ
と

ニ
ユ
ー
ジ

ラ
ン
ド
は
多
く

の
黒

に
に
於

て

李
行
的
な
面

を
持
つ
て
は

い
る
が
、
若

干

の
根
本
的
相
違
黙

が
見

出

さ
れ
る
。
即

ち
、
前
者

に
あ

つ
て
は
輸
出
償
格

の
統

制
を
行
わ

な
か

つ
た

こ
と
と
、
國
際

牧
支

均
衡

に
著
し

い
規
制
を
加

え
な
か

つ
た

こ
と
と
が
、

ニ
ユ
ー
ジ

ラ
ン
ド
の
場

合
と
著

し
く
封

照
的

で

89
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あ

る
。

ニ
ユ
ー
ジ

ラ
ン
ド
に
於

て
は
、
先
す

主
要
楡
出

品

(
羊
毛

を
除
く

)
の
買
付
を
政
府
機

關
に
よ

つ
て
行

い
、
そ

の
販
費

は
長

期
契
約

に
基

い

て
行

つ
た
結
果
と
し

て
楡

出
償
格

の
攣
動

の
幅
を

著

し
く
独
ぱ

め
得
た

こ
と
と
、
同
時

に
輪

入
を
輸

出
と
均
衡
化
す

る
如
く

に
統

制
す

る
こ
と

に
よ

つ
て
、
國
際
牧

支
の
均
衡

を
保
持

す

る
こ
と
が
可
能

と
な

つ
た

の
で
あ
る
。

日
南

ア
フ
リ
カ
及
び
南

ロ
ー
ヂ

シ
ヤ

こ
の
爾

地
域
は
金
生
産
が
そ

の
國
際
牧

ズ
に
不
可
分
的
關
係
を

持

つ
と

い
う
共

通
的
特

質
を
備

え
て
い
る
。
職
後

に
於

て
爾

地
域

は
輸

入
額

が
頻

る
増
大
し

て
輸

出
額

の
増
大
を
相
殺

は
し
た
も

の

の
、
國
内

の
金
生
産

に
よ

つ
て
も
國
際
牧
支

の
不
均
衡

が
壇
大
を

來

し
た

の
は
、
金

の
生
産
量

と
そ

の
償
格

が
職
前

に
比
し

て
余
り

愛

化
が
な

か

つ
た

こ
と
と
、
金
と
他

の
商
品

と
の
慣
格

上

の
差
が

著

し
か

つ
た
こ
と

に
よ
つ
て
、
特

に

一
九

五

一
年
以
後

は
物
慣
の

高
騰

に
よ
り
、
商
品
貿
易
上

の
不
均
衡

が
増
大

し
て
い
る
傾
向
を

示
す

に
到

つ
た

の
で
あ

る
。

㈱
イ

ン
ド

・
パ
キ
、ス
タ

ン
及
び

セ
イ

ロ
ン
島

こ
の
三
國

は

ス
タ

ー
リ

・
グ
通
貨
圏

の
組
織
運
螢

上

に
於

て
は

特

殊
的
地
位
を
占

め
る
も

の
で
あ
る
。
即
ち

、
イ

ン
ド
は
そ

の
樹

外
貿
易
額

に
於

て
最
重
要
構
成
艦

の

一
で
あ

り
、
パ

キ

ス
タ

ン
及

び

セ
イ

ロ
ン
島

は
イ

ン
ド
に
比
し

て
規
模

は
小
さ
い
な
が
ら
も
、

ド

ル
貨
牧
入

に
於

て
潜
在

力
を
有
す

る
國

で
特

に
セ
イ

ロ
ン
島

は

ド

ル
受
取
勘
定
を
示
し

て
い
る
た

め
で
あ

る
。

イ

ン
ド
は
投
資
勘
定

に
於

て
は
依
然

と
し
て
債
務
國

で
は
あ

る

が
純
負
債
額

は
商
品
貿
易
尻

に
比
す

る
と
少
く
、

一
九
四
九
年
迄

は
商
品
輸

入
超
過

が
國
際
牧
支

に
最
も
重

要
な
關

係
を
持

つ
て
い

た
が
、
こ
れ
は
輪

出

の
減
退
増
加

と
輸

入

の
増
加

に
基
く
も

の
で

あ
る
。
パ
キ

ス
タ

ン
は

イ

ン
ド
と
國
際
牧
支
上

に
於

て
は
李
行

的

な
諸
鮎
を
有
し

て
は
い
る
が
、

パ
キ

ス
タ

ン
は
封

外
的
國
家
負
債

が
殆
ど
な
く

ス
タ

ー
リ

ン
グ
受
取
額
を
相
當

多
く
海
外

に
有
し

て

居
り
、
目

つ
イ

ン
ド
と
は
異
り
食
糧
楡

入

の
必
要
も
少
く
國
内

の

外
國
投
資
も
頗

る
少
額

に
止
ま

っ
て
い
る
。

劉
内

的
に
は

ル
ー
ピ

ー
通
貨
圏

(
男
目
娼
Φ
。
臣
目
。
ヨ

と
し

て
イ

ン
ド
及
び
パ
キ

ス
タ

ン
と

一
群
を
構
成
す
る

セ
イ

ロ
ン
島

は
、

他

の
こ
國

に
比
す
れ
ば

そ

の
國
際
牧
支
規
模
は
遙
か

に
重
要
性
は
低

い
が
、
そ

の
國
際
牧
支
勘
定

の
特
質

は
商
品
貿
易

に
殆
ど
依
存
す

る
と

い
う
所

に
見
出

さ
れ
る
。
從

つ
て
貿
易
商
品
償
格

の
攣
動

に

よ

つ
て
國
際
牧
支
勘
定

は
常

に
薩
接
的
影
響

に
曝

さ
れ

て
い
る
も

の
で
、
概

し

て
國
際
牧
支
は
不
均
衡
歌
態
を
呈
し

て
い
る
。

以
上
三
國

の
國
際
牧

支
は
戦
後

に
於

て
は
若
干

の
例
外
を
除

き

概
ね
支
掃
超
過
を

示
し

て
い
る
が
、
何

れ
も
今
後

は
國
内
開
嚢

の

た
め

に
資
本
財
鯨

入
を
相

當
多
く
績

け
な

け
れ
ば

な
ら
な

い
事
情
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礁

殊

に

コ

ロ
ン
ボ

・
プ

ラ

ン

ρ
日
げ
o
O
9
Ω
B
げ
o
団
冨
β
ノ
途

行

の
た

め

に
國
際

牧

支

は
支
彿

超

過

と

な
ら

ざ

る
を

得

な

い

こ
と

は
次

表

に
よ

つ

て
明
ら

か

で
あ
ろ

う

。

(
第

1

表
)

國

際

牧

支
勘

定

↓
イ

ン
ド

年

度

一
九
四
九
-

五
Q

一
九
五
σ
ー

五

一
九
五

一
-

五

二

"
九

汎
二
ー

五

三

目

パ
キ

ス
タ

ン

年

度

一
九
四
九
i

五
〇

一
九

五
〇
ー

五

一

一
九

五

一
ー

五

二

一
九
五

二
ー

五
三

同

セ
イ

ロ
ン
島

年

度

一
九
四
九
-

五
〇

91

一
九
五
〇
1

五

一

商

品

輸

出

三

一
四

三
七

一

三
九
〇

四
∩
四

商

品

輸

出

一
〇

六

一
五
〇

一
五

一

一
五

二

商

品

輪

田
八
〇

一
〇
二

λ

タ

ー

商

品

輸

入

四
五

一

五
〇

一

五
七

八

五
八
三

商

品

輸

入

一
二
〇

一
六
六

一
六
五

一
七
六

(
翠
位
百

万

ボ

ン
ド
)

商

品

貿
易
尻

〇

一
三
七

〇

一
三
〇

〇

一
八
八

〇

一
七
九

商

品

外
貿
易

㈹

一
八

㈹

二
六

㈹

こ
五

㈹
二
五

㊦(→(一)←)貿 商

二 一 一 一 易

四 四 六 四 尻 品

←")〈一)〈一)(")外 商

一 貿

九 九 九 一 易 品

 

商

品

商

品

輪

入

貿
易
尻

七
七

㈹

三

八
五

㈹

　
七

リ

ン

グ

通

貨

圏

國

際

牧
支
尻

〇

一
一
九

〇

一
〇

四

〇

一
六

三

〇

一
五
四

の(→ ←)(→ 牧 國
____支

三 三 孟 豆 尻際

←)(D外 商

貿九
五 易 品

(十)(一)牧 國支

尻際八 二

一
九
五

一
ー
五
二

九
五

九
九

〇

四

〇

八

〇

一
二

一
九
五
ニ
ー
五
三

九
四

九
九

〇

五

◎

九

〇

一
四

㈲
英
領
植
民

地

ホ

ン
コ
ン

・
ア
デ

ン

○
マ
ル
タ
《島

・
サ
イ
プ

ラ
ノ
・
ス
島

・
酉

イ

ン
ド
諸
島

(
一
部
)
等
よ
り
威
る
英
領
植
民
地
は
、
そ

の
維
濟
型

に
於

て
は
種

々
異

つ
て

い
る
も

の
で
あ
る
が
、

ス
タ

ー
リ

ン
グ
通

貨
圏
内

に
あ

つ
て
は
英
本
國

に
次
ぐ

地
位

を
占
め

て
い
る
こ
と
は

一
九
四
九
年
に
於

て
十

一
億

ポ

ン
ド
に
達
す

る
商

品

楡

出

入
総

額

を
示
し

て
い
る
事
實

に
よ

つ
て
も
明
ら
か

に
看

取
さ
れ
る
。

こ

れ
ら

地
域

は
概

し
て
食
糧

品
、
鑛
産
品
、
工
業

用
繊
維

原
料

・
ゴ

ム

・
タ

バ

コ
等

の
原
料
品
を
生
産
す

る
特
質

を
有
し
、
而
も
そ

の

氣
候
的
特
殊
性
か
ら

他

地
域

に
於

て
は
生
産
を
見
な

い
こ
と
と
、

廣

い
市
場
を
有
す

る
こ
と
及
び

ス
タ

ー
リ

ン
グ
及

び
ド

ル
地
域

を

封
象

と
す

る
も

の
で
あ
る
。

從

つ
て
本
地
域

の
國
際

牧
支
は
現
在
迄

の
所
で
は
商
品
貿
易

に

殆
ど
依
存
し

て
い
る
こ
と
は
當
然

で
あ
り
、
そ

の
貿
易
尻
は

一
九

四
七
年
よ
り
四
九
年
迄

は
輸

入
超
過

と
な

つ
て
い
る
た

め
、
國
際

牧
支
も
支
梯
超
過
を
示

し
て
い
る
。

一
九

五
〇
年

に
於

て
は
英
本

國

よ
り
購
與

の
形
態

及
び
開
稜
公
肚

に
よ
る
資
本
流
入
が
あ

つ
た

た

め

一
億
四
千
万
ボ

ン
ド
の
受

取
超
過

と
な

つ

て
い
る
。
然

し
今

後

十
年
間

に
於

て
約
五
億

ポ

ン
ド

の
外
國
投
資

に
よ
る
開
畿
計
書
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が
行

わ
れ
よ
う
と
し

て
い
る
の
で
こ
こ
暫

く
は
支
佛
超

過
を
績

け

る
と
と

は
豫
想

に
難
く
は
な

い
。

㈹

ビ

ル

マ
・
イ

ラ
ク
及
び

ア
イ

ス
ラ

ン
ド

こ
れ
ら
三
國

は

ス
タ

ー
リ

ン
グ
通
貨

圏
に
於

て
は
特

に
重

要
性

を
持

つ
も

の
で
は
な
い
が
、
ビ

ル

マ
は
職
後

に
於

て
は
國
内
政
治

事
情

の
不
安

定
に
よ

つ
て
妨
げ
ら

れ

て
い
る
が
、
商
品
輸
入

の
規

制

に
よ

つ
て

一
九
四
九
年
以
來
國
際
牧

支
は
受
取
…勘
定
を
示

し
て

い
る
。
イ

ラ
ク
は
石
油

輸
幽
額

に
よ

つ
て
國
際
牧

支
が
左
右

さ
れ

る
特
質
を
有

し
、
概
し

て
支
梯
超
過

を
辿
つ

て
い
る
が

一
九

五
〇

年
は
受
取
超
過

と
な

つ
て

い
る
が
、

ア
イ

ス
ラ

ン
ド
共

和
國
は
自

立
経
濟
膿
制
を
そ

の
特
質
と
し

魚
類

が
唯

一
の
輸
出
品

で
あ
る

が
輸
入
超
過

の
た

め
國
際

牧
支

は
支
彿
超
過
を
示

し
て
い
る
。

二

、

ス
タ
ー

り

y
グ

捕

貨

圏

組

織

0
本
組
織

の
構
造

ス
タ
ー
リ

ン
グ
通
貨
圏
組
織

の
構
造
を
分
析
す

る
た

め
に
構
成

國

の
國
際
牧
支
勘
定
を

一
表

に
し

て
比
較
す

る
と
次

の
如
く

で
あ

る
。本

表

の
分
析

に
よ
つ
て
こ
の
通
貨
圏
構
成
國

は
國
際

牧
支
構
造

の
上
か
ら

は
三
つ
の
主
要
型
態

に
分
類

出
來

る
で
あ

ろ
う
。
即
ち

(第2表)ス タ ー リ ング通 貨 圏 構 成 國國 際牧 支(輩 位百万xン ド)

構 成 國 年度 輪 出 輪入 貿易 尻 金 利子 其他 國際牧支尻

英 丁本 國 腰1

ア ・ ・iラyド{翻

か ス トラリヤ 騰

昌=・一ジラyド 騰

南 ア フ 肋{器

甫 ・一デ シ ヤ 欄

イyド ノ1938

('tキ スタンを含b)U948

セ イ ・ ン 島 螺

植 民 地 磯

533

1584

24
49

97
417

45
125

33
132

6
25

139

373

22
75

147
543

835
1790

41
136

87
332

44

JOO

96
354

10
48

134
398

18
72

147
558

一302

-206

-17

-87

10

85

1

25

-93

-222

-4

-23

5

-25

4

3

2

-15

12
7

1
1

87

99

6
4

17

8
7

175
77

6
11

-28
-25

_7
_6

-22
-24

-2
-4

-20
-13

-4
-4

-18
-15

57

100

8

47

-9
-30

-23

-11
-28

10

-14
--39

-2

3

-8

7

一70

-29

-3

-29

-15

37

-5

-4

-9

-175

-13

-12

-77

-2

2

-20

-20
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第

一
は
英
本
國
及
び

ア
イ

ル
ラ

ン
ド

の
如

く
投
資
勘
定

に
於

て
受

取
勘
定
と
な

つ
て
い
る
債
椹
國

の
型

で
あ
り
、
第

二
は
こ
れ
が
支

佛
勘
定

を
示
す
債
務
國

の
型

で
あ
り
、
更

に
第

三
は
特

に
も
南

ア

フ
リ
カ
及
び
南

ロ
ー
デ

シ
ヤ
の
如
く
金

の
生
産
額

が
國
際

牧
支

の

均
衡
を
支
配

し

て
い
る
型

の
國

で
あ
る
。

こ
れ

と
同
時

に
、
商
品
貿
易
額

の
槍

討
が
重
要
性
を
持

つ
こ
と

言
を
侯

た
な

い
。
即

ち
英
本
國

に
吹

い
で
は
植
民
地
、
オ
ー

ス
ト

ラ
リ
ヤ
及
び
イ

ン
ド

(
パ

キ
ス
タ

ン
を
含

む
)
が
そ
れ
ぞ
れ
大
き

な
比
重
を
持

ち

こ
れ
ら
三
國

の
合
計

は
英
本
國

の
貿
易
額

の
四

分

の
三
以
上
を
占
め

て
い
る

こ
と
は
注
目
す

べ
き
で
あ
ろ
う
。

職
前

に
於

て
ぱ
英
本
國

は
他

の
構
成
國
全
艦

よ
り
遙
か

に
多
く

の
輸

入
を
行

つ
て
い
た

の
で
あ
る
が
、
職
後

は
他

の
構
成
國

の
輸

入
が
激

増
を
示
し

こ
の
通
貨

圏

の
重
心

の
著

し

い
移
行
が
認

め
ら

れ
る
。

こ
の
事
實

は

こ
れ
を
指
敏

に
よ

つ
て
表
わ
す

こ
と

に
よ

つ

て
更

に
明
確
化
さ
れ

る
で
あ
ろ
う
。

(
第

3
表

)

一
九
四
八
年

の
商
品
貿
易

指
敏

(
職
前

肖
0
0
)

英

本

國

ア

イ

ル

ラ

ン
ド

オ

ー

ス

ト

ラ

サ

ヤ

ニ

ユ
ー
ジ

ラ

ン
ド

輸
田
量

=
二
六

七
五

一
一二

=

一
三

ス

タ

輸
入
量

七
八

一
二
七

=

二
八

一
一
四

輸
出
債
額

二
四
七

ご
七
三

三
三
三

一
八
五

ー

リ

ン

グ

通

貨

囲

輸
入
慣
額

二
八
九

二
五
九

二
八
五

二
〇
三

イ

ン

ド

占ハ
七

一
一ご
血

三
九
五

三
四
山ハ

セ

イ

ロ

ン

島

一
二
九

一
一
〇

三
〇
五

四
四
三

植

民

地

一
五
〇

一
五
〇

ー

1

と

の
著

し
い
権
造
攣
動

を
齎
ら
し
た

最
も
重
要
な
要
因

の

一
つ

は
慣
格
攣
動

で
あ
る
こ
と
は
既

に
鰯
れ
た

所

で
あ
る
が
、

こ
れ
が

債
椹
國
と
債

務
國

に
そ
れ
ぞ
れ
封

照
的
な
影
響

を
與

え
、
更

に
職

孚

に
よ
る
國
家

支
出
及
び
英
帝
國
以
外

の
構
成
國

の
購
買
力

の
増

大
が
相
錯
綜

し

て
い
る

こ
と
が
考

え
ら
れ

る
。

何
れ

に
せ
よ

こ
の
攣
化
は

ス
タ

ー
リ

ン
グ
通
貨

圏

の
性
格

を
明

ら
か

に
攣

改
し

つ

玉
あ
る
こ
と

は
否
定
出
來
な

い

一
つ
の
注

目
す

べ
き
動
向

で
あ
る
。

更

に
進

ん
で
英
本
國

と
他

の
若

干
の
構

成
國
と

の
貿
易
關
係

を

見

る
と
次

の
如
く

に
な

つ
て
い
る
。

(
第
4

表

」
英

本
國
と
構
成
國
と

の
貿
易
尻

(
軍
位
百
万
ボ
ン
ド
)

曹旗 イ縛 構

封 ス ン 婁 ・ 成

嘱 ニド覇 國
臨.ノ 騨■ノ

九c
+(D⇔(十)(十)四

　一 ニ ハ 七

三 一 三 四 六 年

一
九
四
八
年

㈹
八
九

㈹
三
六ー

㈹

七

〇

=
二

㊥

四

】
九
四
九
年

㊥

九

二

㈹

二
四

㈹

一
八

㈹

一
八

〇

一
二

㈹

一

一

噌
九
五
〇
年

㈹
七
〇

㈹

二
八

〇

一

㈹

一
五

〇

コ

㈹

七
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限

ら
れ
た
本

表

の
統
計

よ
り
結

論
す

る
こ
と

は
勿
論
控

え
る

べ

き

で
は
あ
ろ
う
が

、
看

取
せ
ら
れ
る
こ
と

は
構
成
國

の

ス
タ
ー
リ

ン
グ
支
梯
超
過

額
は
英
本
國

と

の
貿

易

に
よ

つ
て
の
み
生
じ

て
い

る
も

の
で
は
な

く
、

ス
タ

ー
リ

ン
グ
通
貨
圏
全
艦
と

の
貿
易

に
關

連

し
て

い
る
と

い
う
事

で
あ
る
。
例

え
ば

イ

ン
ド
の
場
合

に
つ
い

て
見

る
と
、

一
九
四
八
年

に
於

て
は
英
本
國

と

の
貿
易
は
均
衡

を

維

持
し
て

い
た

の
で
あ

つ
た

。

蓋

し
戦
前

に
於

て
は

、
こ
の
通
貨
圏

の
機
能
は
英
本
國
が
西
牛

球
諸
國

へ
の
支
梯
超
過
額
を

カ
ヴ

ァ
ー
す

る
維
濟
力
を
充
分

に
保

持

し
て

い
た

の
で
あ
グ
、
他

の
構
成
國
は
商
品
と
金
と

の
楡

出

を

通

じ

て
ド

ル
貨

受
取
勘
定

を
維
持
し

、
英
本
國
は

ス
タ

ー
リ

ン
グ

余
剰

額
に
よ
つ

て
金
と
ド

ル
貨
を
吸
牧
す

る
こ
と
が

可
能

で
あ

つ

た

の
で
あ

る
。
然

る
に
第

二
次
大
戦
を
契
機
と
し
て
、
と

の
ス
タ

ー
リ

ン
グ
通
貨

圏

の
構
造
機
能

に
異
常
な
攣
化
が
齎
ら

さ
れ
て
き

た

こ
と
は
明
ら

か
で
あ
る
。
即

ち
、
他

の
ス
タ

ー
リ

ン
グ
構
成
國

は
職
前

の
如
き
封
外
支
佛
能
力
を
有

し
な
く
な
り
、
英
本
國

は
依

然
と

し
て
そ

の
職
能

を
果
し

て
い
る
も

の
で
は
あ

る
が
、
英

本
國

以
外

の
構
成
國

の
ド
ル
貨
支
佛

は
英
本
國
ド

ル
貨
余
剰

額

の
激

減

に
ょ
つ
て
著

し
く
制
約

さ
れ

て
き

て
い
る
こ
と
が
、

必
然
的

に
こ

の
通
貨
圏

の
機

能
を
攣
貌

せ
し

め
し
つ
つ
あ
る
も

の
で
あ

る
。

⇔
ド

ル
不

足
問
題

ス
タ

ー

リ

ン
グ
通
貨

圏

に
於

て
も

他

の
諸

國

と
同

じ

く
、

戦
後

に
於

て
は
ド

ル
貨

の
必

要

度

は
著

し
く
檜

大

し
た

。

こ

の
通

貨

圏

に
あ

つ
て

は
ド

ル
貨

の
プ

ー
リ

ン
グ
協

定

(
男
o
o
目
謬
σq

鎚
影

昌
αq
守

据
㊦
暮

)

即

ち

構

成
國

全

艦

の

ブ
r

ル
計

算

に
よ

る
ド

ル
貨

使

用

が

ス
タ

ー
リ

ン
グ
組

織

の
不

可
欠
な

機

構

と

な

つ

て

い
る

の
で
あ

る
。

然

し
と

の
協

定

は
三

つ

の
憂

化

を
受

け

て
い
る

こ

と

は
其

後

の

ス
タ

ー
リ

ン
グ
通

貨

圏

の
蓮
螢

に
至

大

の
影
響

を

及
ぼ

し

て

い

る

こ
と

は
看

過

し

得
な

い
。
第

一
の
攣

化

は

一
九

四

八
年

一
月

に

於

け

る
南

ア
フ
リ

カ

の
ド

ル
貨

プ

ー

ル
協

定

よ

り

の
睨

退

で
あ

り

第

二
は

ア
,イ

ル

ラ

ン
ド

・
イ

ン
ド

・
パ

キ

ス
タ

ン
・
セ
イ

ロ
ン
島

及

び

イ

ラ
ク

の
諸

國

に
封

す

る
戦
後

の
硬

貨
(
国
葭
自

o
g
胃
o
芦
9
0
μ
)

の
割

當
制

の
實

施

で
あ

り

。

(
尤
も

其

後

に
至

り

大
牛

は

こ

の
割

當

制

は
魔

止

さ
れ

た

の
で

は
あ

る

が
)

、
第

三

は

一
九

四

九
年

に

セ
イ

ロ
ン
島

は

ド

ル
貨

牧

入
を

自

由

に
虚

分
す

る
承

認

を
得

た
結

果

と
し

て

セ
イ

ロ

ン
島

へ
の
金

及

び

ド

ル
貨

割

當

が
行

わ

れ
な

く

な

つ
た

こ
と

で
あ
る

。

ド

ル
不

足

の
問

題

を
析

出

す

る

に
先

立

つ

て

ス
タ

ー
リ

ン
グ
通

貨

圏

の
ド

ル
貿

易

の
實

態

を
示

す

こ
と

と

し

よ
う

。

(
第

5

表
)

ス
タ

ー

リ

ン
グ
通

貨

圏

の
ド

ル
貿

易
額

(
軍
位
百
万
ド

ル
)

94



95

一
九
三
四
ー
三
八
年

(
平
均
)

輸

出

六
六
七

楡

入

一
、

一
三
四

,

貿
易
尻

,

〇

四
六
六

〇

(
第
6

表
)

ド

ル
貿

易

敏
量

指
数

針 戦 堪
フ ト ン 本

威 り 言

國 他 カ ヤ ド 國 、

一 二 六 四__輸

七 〇 五 三 四 三
一 一 六 三 四 〇 出

一
九
四
七
年

一
九

四

へ
年

「
、

四
九

二

一
、

八

八
二

三
、

八
六

八

二
、
・七
七

八

二
、

三
七
六

〇

一
、

〇
九
山
ハ

(
一
九

四

八

年

)

(
一
九
三

八
年
-ー

一
〇
〇
)

輸

入

七
〇

四

五
六

七

一

三

二
〇

一
九

九

一
一
〇

右

の
統

計

の
示
す
所

に
よ
れ
ば
、

ス
タ
ー
ザ

ン
グ
通
貨
圏

の
ド

ル
貿
易
は
そ

の
金
額

に
於

て
は

、
職
後
は
職
前

に
比
し

て
楡

出
は

二
倍
乃
至
三
倍

に
増
大
し
、
楡

入

は
二
倍
牛
乃
至
四
倍

近
く

に
檜

大
し

て
い
る
こ
み
が
見
出

さ
れ
、
ま
た
貿
易
敢
量

に
於

て
は
全
饅

と

し
て
は
輸

出
は
七
割

一
分

、
輸

入
は

一
割

の
檜

加

が
示
さ
れ

て

い
る
。
就
中
、
注
目
す

べ
き
事
實

は
英
本
國

の
楡

出
数
量

の
増
加

傘
が

三
割

に
止

つ
て
い
る

に
封

し

て
南

ア

フ
リ
カ
が
六
倍
牛
、
オ

ー

ス
ト

ラ
リ
ヤ
が
四
倍
以
上

に
蓮

し
、
ま
た
輪

入
数
量

は
英
本
國

と
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ヤ
が
三
割

の
減
少
率

を
示

し

て
い
る
に
封
し

て

ス

タ

ー

リ

ン

グ

通

貨

囲

イ

ン
ド
は
四
倍
串

、
南

ア
フ
リ
カ
は
三
倍
以
上

に
増
加

し
て

い
る

と

い
う
封
照
的
な
現
象

で
あ
ろ
う
。

詳
論

は
別

と

し
て
、
元
來

ス
タ

ー
リ

ン
グ
通
貨

圏
は
全
艘
的

に

は
職
前

に
於

て
貿
易
上
は
輸

入
超
過

で
あ

つ
た

こ
と

は
明
ら
か

で

あ
り
、
國
際
牧

支
上

で
の
ド

ル
貨
余
剰

額
は
約

五
千
万
ド

ル
で
あ

つ
た
た
め
英
本
國

の
鍮

入
超
過
額

(
一
九
三
四
ー
～
⊥
二
八
年
軍

均

五
億

二
千

五
百
万
ド

ル
)
を
到
底

カ
ヴ

ァ
ー
し
得
な

い
實
歌

で
あ

つ
た
。

こ
れ

に
加
う
る
に
物
慣
水
準

の
高
騰

が
更

に
不
足
額
を
増

大
す

る
結
果
を
招

い
だ

こ
と

は
明
ら
か

で
あ

り
、
更

に
交
易
條
件

の
悪
化
が
拍
車
を
か
け
る

こ
と
と
な

つ
た
の
で
あ
る
。
少
く
と
も

商
品
貿
易

に
關
す

る
限

り
職
後

の

ス
タ

ー
リ

ン
グ
通
貨
圏

の
ド

ル

不

足
は
物

慣
水
準

の
攣
動
が
最
も
大
き
な

要
因

で
あ

つ
た
こ
と
は

一
慮

結
論

さ
れ
る
で
あ
ろ
う

。
事
實
上
、

ス
タ
ー
リ

ン
グ
通
貨
圏

は
職
後

に
あ

つ
て
は
職
前

に
比
し

て
ド

ル
通
貨
圏

に
封

し

て
輸

出

金
額
が
相
當

の
増
大
を
示

し
℃
い
た

の
で
は
あ
る
が
、
轍
入

金
額

は
楡

入
敏
量

の
増
加
率

に
比
し
て
異
常

な
る
不
均
衡

を
示
し

て
い

る
こ
と
は
、
繍
出

入
償
格

の
上
昇
率

の
ギ

ヤ

ッ
プ
が
著

し
い
こ
と

を
示
す
も

の
で
、

こ
れ
は

一
九
四

八
年

に
於
け
る
輸

出
慣
格

は
職

前

李
均

一
〇
〇

に
封
し

て
一
二

〇

で
あ
り
、
輸

入
償
格

は
二
四
〇

で
あ

つ
た
と

い
う

こ
と

に
よ

つ
て
立
誰
さ
れ
る
所

で
あ

る
。

更

に
ド

ル
不

足
の
重
要
な
要
因
と
し

て
爆
げ

る
べ
き

こ
と
は
、
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商

學

討

究

第
四
巻

第

.
號

封
外

支
佛
資

金

の
不
足

で
な

け
れ
ば
な
ら
な

い
。
先

す
第

一
の
問

題

は

ス
タ
ー
リ

ン
グ
通
貨
圏

の
金
生
産
額

の
實
態

で
あ

る
が
、

こ

れ

は
次

の

一
表

に
よ

つ
て
明
瞭
と
な
ろ
う
。

(
第

7

表

)

ス
タ

ー
呼

ン
グ

通

貨

圏
[金

生

産

額

(
朋早
位
百
万

ド

ル
。
一
ナ

ン
入
三
+

五
ド

ル
換
算
)

一
窒
七
f
矢

(
卒
均
)

兀
四
試
年

冗
四
七
年

究
四
へ
年

死
四
九
年

晃
吾
年

南

ア

フ

リ

カ

ナ

ー

ス
ト

ラ

リ

ヤ

南

ロ

ー

デ

シ
ヤ

ゴ

ー

ル

ド

コ
ー

λ
ト

イ

ン

ド

ニ

ユ
警

ジ

ラ

ン
ド

合

計

(
其

他

葬

含

む
)

四
ス五

昌
昌
八

一三=
六

美

O

四
天一三一δ兀六四

鳳
O
(

皇
生皇

二
一
八

昌
〇六四

果
四

四
呈…天茜

六三

四
九
八

四
δ三ス一西六甚

吾

三

四
〇
八

き一
八

一一四心麗

鼠
〇
一

本

表
が
示
す
如
く
職
後

に
於
け
る

ス
タ
ー
リ

ン
グ
通
貨
圏
内

の

金
生
産
額
は
戦
前

の
水
準

以
下

で
あ
る
が
、

こ
れ
は
ド
ル
不
足
を

緩

和
さ
せ
得
な

い
重
要
な

要
因

で
あ

り
、
更

に
南

ア
フ
リ

カ
が
ド

ル
貨
プ

ー
ル
協

定
よ
り
眈
退
し
た

こ
と
は
愈

々
ド

ル

不

足

を

激

化

さ
せ
た
も

の
で
あ
り
、
加
う
る

に
合
衆
國
が
金
償
格
を

一
オ

ン

ス
三
十
五
ド

ル
に
釘
付

け
し

て
い
る
政

策
は

ス
タ
ー
リ

ン
グ
通
貨

圏

の
ド

ル
不

足
に
と
つ

て
ま
さ

に
致
命
的

と
も
言
う

べ
き

で
あ
ろ

う

。
金
償
格

が
他

の
商
品
償
格

に
比
し
て
頗

る
不
均
衡
歌
態

に
あ

る
こ
と
が
如
何

に
國
際

牧
支
面

に
不
利

な
影
響

を
與

え

て
い
る
か

は
容
易

に
推

定
出
來

る
所

で
あ
り
、
金
償
格
が

二
倍

に
引
上
げ
ら

れ
た
場
合

に
あ

つ
て
は
、

ス
タ
ー
リ

ン
グ
通
貨
圏

は
更

に
五
億

ド

ル
の
封
外
支
梯
資
金
を
獲
得
出
來

る
こ
と
と
な

る

の
で
あ

る
。

経

り

に
、
商
品
外
貿
易
尻

に
つ
い

て
見

る
に
、
職
前

に
あ

っ
て

は
本
通
貨
圏

全
艦

の
純
受

取
額

は
大
部
分
は
英
本
國

に
よ

つ
で
占

め
ら
れ

、
年

一
億

五
千

万
ド
ル
乃
至

二
億
ド

ル
で
あ

つ
た
と
推
算

さ
れ

て
い
る
が
、

一
九
四

八
年
迄

に
は
総

支
彿
額

は
二
億
ド

ル
に

達
し
、

こ
れ

の
大
部
分
は
英
本
國
以
外

の
構
成
國

の
た

め
に
支
梯

つ
た

も
の
で
あ
り
、
か
く

し
て

一
九

三
八
年

よ
り

一
九
四
八
年

に

至

る
間

に
於

て
、
商
品
外
貿
易

の
支
佛
額
は
総
計

三
億

五
千
万

ド

ル
乃
至
四
億

ド

ル
に
達

し
た

の
で
あ

つ
た
。

三
、

ス
タ
ー

リ

ソ
グ
通
貨

圏

の
統
制
機

構

英
帝
國

は

一
九

三

一
年

に
英
本
國

の
金
本
位
離
脆

以
來
、
経
濟

及

び
金
融

上

に
於
け
る
内

部
的
紐
帯

を

一
暦

強
化
す

る
傾
向
を
辿

つ
た
が
、
他

面
に
於

て
通
貨
金
融

に
關

す
る
傳
統

的
政
策

の
愛
當

性

に
封
し

て
疑
義

が
獲
生
す

る
に
到

つ
た

こ
と
を
看
過

し
得
な

い

オ
ー

ス
ト

ラ
リ
ヤ

(
一
九
=
二
五
年
)
、

ニ
ー
ジ

ラ

ン
ド

(
一
九

三

四
年
)
及

び

ア
イ
ル
ラ

ン
ド

(
一
九
三
四
年
)
等

の
ス
タ
ー
リ

ン
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ゲ

グ
通
貨
圏

の
主
要
構
成
國

は
こ
の
鮎

に
就

て
長
期

に
亘

つ
て
槍
討

に
乗

り
出
し
た
程

で
あ

つ
た
。

こ
の
結

果
と
し

て
ス
タ

ー
リ

ン
グ

通
貨
圏
内

に
は
中
央

金
融

機
關
の
設
立
が
年
を
途
う

て
見
ら
れ
た

が
、

こ
の
過
程

の
意

味
す

る
所

の
も

の
は

、
完

全
雇
用
と
経
濟
的

安
定

で
あ
り
、
各
構

成
國

は
自
國

の
直
面
す

る
諸
問
題

の
自
畳

と

共

に
特

に
自
主
的
通
貨
政
策

の
方
向

へ
の
前
進

で
あ

つ
た
。

帖

か
く
し
て
職
前

の
如
く
英
本
國

の
中
央
銀
行
た
る
英
蘭
銀
行

(日
げ
Φ
頃
魯

犀
O
h
国
⇔
σq
冒
β
山
)
伊が

こ
の
薪
歌

勢
下

に
あ

つ
て

ス

タ
ー
リ

ン
グ
通
貨
圏

の
通
貨
金
融

の
統
制
管

理
主
艦

と
し

て
の
役

割
を
職
後

に
於
て
も
引
績

き
演
す

る
こ
と
は
許

さ
れ
な

い
纂
態

に

入

つ
た

こ
と
は
、
構
成
國

の
嚴
し

い
批

判

の
聲

に
ょ

つ
て
も
充
分

う
か
が
わ
れ
る
所

で
あ
り
、
更

に
戦
後

に
於

け

る
イ

ン
ド

.
パ

キ

ス
タ

ン

。
セ
イ

ロ
ン
島

及
び
ビ

ル

マ
の
猫

立
と

い
う
政
治
的

・
維

濟

的

一
大
赫
化

は

…
暦

こ
れ
を
促

進
す

る
こ
と
と
な

つ
た

の
で
あ

る
。然

し

ス
タ
ー
リ

ン
グ
通
貨
圏

の
統
制
機
構

は
今
尚
、
英
本
國
を

中

心
と

し
て
そ

の
計

聲
蓮
螢
が
行

わ
れ

て
い
る

こ
と
は
事
實

で
あ

b
'、

一
懸

、
構
成
國

の
強

い
要
望
と
實
欺

に
慮

・ず
る
た
め

の
手
段

と
し

て
は
、
英
國

大
藏
省

の
嚢
議

に
よ

P

一
九
四
七
年

に

「
ス
タ

ー
リ

ン
グ
通
貨
圏
統
計
委
員
会
」

(
日
げ
0
0Ω
虚
o
昌
言
σq

P
尾
$
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0α
す
寓
o
菖
o
鴛

Q
o
昼
5
詳
げ
①
①
)
一を

組

織

し

て

、
國

際

牧

支

、
金

及

び

ド

ス

タ

君

リ

グ

涌
闇

貨

圏

ル
準

備
高

に
關

す
る
情
報
及
び
資

料

の
交
換
を
圖

つ
て
い
る
が
、

こ
れ

は
政
策
決
定
上

に
於

て
何

等

の
権
限

乞
も
與

え
ら
れ
て

い
る

も

の
で
は
な
く
、
同
時
に
英
本
國
内
閣

に
よ

つ
て

「
英
帝
國
連

絡

委
員
会

」
(
日
げ
Φ
O
o
量
β
o
β
類
⑦
巴
誓

日
冨
謎
o
嶺

0
9
B
箆
一ま
o
Φ
)

な

る
機

關
が
設
立

さ
れ
た

の
で
は
あ

る
が
、
こ
れ
も
ま
た
政
策
決

定

の
目
的

に
は
添

い
得
な

い
實
情

で
あ

る
。

こ
れ
ら
二

つ
の
常
置

機
關
が
通
貨
圏

の
諸
政
策
決
定

に
殆
ど
直
接

的

に
参
書

し
得
な
か

つ
た
著
例

と
し
て
は
、
英
本
國
が

ス
ダ

ー
リ

ン
グ
切
下
げ

の
場
合

に
通
貨
圏

の
構
成
國
と
事
前

に
何
等

の
協
議

を
も
行

わ
な
か

つ
た

と

い
う

=
畢
實

に
よ

つ
て
も
明
ら
か

で
あ
ろ
う
。

こ
れ

に
加
う
る

に
、
既
述

の
如

く
ド

ル
貨

プ
ー

ル
協

定
よ
り

の

南

ア

フ
リ
カ

の
脱
退

、
硬
貨
割
當

を
嶢

る
問
題
、
支
佛
ド

ル
資

金

割
當

及

ひ
そ

の
使

用
上

の
技

術
的
問
題
等

が
相
錯
綜
し

て
、
愈

々

ス
タ

ー
リ

ン
グ
通

買
圏

の
統

制
機
關

は
再
検
討

さ
れ
ざ

る

を
得
な

い
段
階

に
達

し
て
い
る
と
言

う

べ
き

で
あ

ろ
う
。

四

,

結

証
口口

 

以
上
、

ス
タ
ー
リ

ン
グ
通
貨
圏
を
構
成
す

る
國

々
の
國
際
牧

支

の
實
態

分
析

、
特

に
封
外
的
及
び
封
内
的
關
係
を
析

閏
し
、

更

に

進

ん
で
こ

の
通

貨
圏

の
統
制
機
構

に
つ

い
て
略
設
し

て
、
著

者

の

97
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商

學

討

究

第
四
巻

第

一
貌

論
述

の
主
軸

を
な

す
部
分
を
明
ら

か
に
し
た

の
で
あ
る
が
、
本
書

は
著
者
が
序
丈

に
豫
め
述

べ
て

い
る
如
く

ス
タ
ー
リ

ン
グ
通
貨
圏

の
實
態
乃

至
は
諸
事
實

を
可
及
的

に
提
供
し

て
今
後

の
研
究

に
資

せ
ん
と
念
願
し
た
も
の
で
あ

る
。
著
者
も
指
摘
す

る
如
く
統

計
は

必
す

し
も
完
全
た
り
得
な

い
憾

み
は
あ

る
に
し
て
も
、

ス
タ
ー
リ

ン
グ
通
貨
圏

の
戦
前
及

び
職
後

に
於
け
る
國
際

牧
支

の
推
移

及
び

圏

内

に
於
け
る
英
本
國

そ
の
他

の
樺
成
國

の
地
位

の
攣
移
過
程
は

充

分

こ
れ
を
看

取
し
得

る
瓢

に
於

て
著
者

の
貢
献

は
頗

る
高

く
評

債

さ
れ
る

べ
き
で
あ
ろ
う
。

第

二
次
世
界
大
職
を
契
機

と

し
て
、
英
本
國

の
國
際
経
濟

に
於

け
る
地
位

の
衰
退
を
聲
高
く
叫

ぶ
人

々
に
封
す

る
著
者

の
否
定
的

立
場

は
、
英

本
國
は
戦
前

の
四
十
五
億
ド

ル
の
海
外
投
資

額

に
野

し

て
今
尚
、
四
十
億

ホ

ン
ド

に
達

す
る
海
外
投
資
額
を
擁

し
、
投

資
勘

定

に
於

て
は
債
灌
國

の
立
場

に
あ
り
、
商
品
外
貿
易

の

一
主

要
項
目
た
る
船
舶

牧
入
も

一
九
五
〇
年

に
於

て
は

一
九
三
八
年

の

水
準

を
超

乏
、
國
際
牧
支

の
不
均
衡

は
國
内

イ
ン
フ

レ
忙
基
く

も

の
で
は
な

い
と

い
う
諸

貼
か
ら
充
分

に
味
う

べ
き
で
あ
ろ
う
と
信

す
る

。
ス
タ
ー
リ

ン
グ
通
貨
圏
自
脂

の
問
題
は
既

に
述

ぺ
た
如
く

そ
の

性
質

に
於

て
複
雑

を
極
め
そ

の
厳
も
ま
た
多
き

に
及

ぶ
の

で
は
あ

る
が
、
構

成
國

の
多
く
が
経
濟
的

に
は
後
進

國

に
尉
し
、
今
後
長

年

に
亘
る
開

焚
計
書

實
施

の
た

め
に
亘
額

の
資
金
を
不
可
欠
と
す

る
實
態

と
、
ド

ル
不
足
問
題
も
漸
次
改
善

の
過
程

に
あ
り
、
金
生

産

の
増
大
と
金

償
格

の
引
上
げ

、
合
衆
國

と
英
本
國

と

の
傳
統
的

紐
帯
性
、
更

に

ス
タ
ー
リ

ン
グ
通
貨
圏
構
成
國
相

五
問

の
経
濟
的

諸
條

件

の
異
質
性
よ
り
齎
ら
さ
れ

る
相
互
的
調
節
作
用
等

の
諸

要

因

は
、

こ
の
通
貨
圏

の
躬
化
傾
向
を
主
張
す

る

一
派

の
論
者

に
直

ち

に
賛
意
を
表
す

る
こ
と
を
反
賓

せ
し

む
る
考
察

の
課
題
を
提
供

す

る
も

の
と
言

い
得

る
で
あ
ろ
う
。
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